
皆
川
い
わ
お
県
議
の
質
問

　

県
は
国
民
の
祝
日
と
し
て
「
山

の
日
」
を
制
定
す
る
よ
う
、
全
国

に
先
駆
け
て
国
に
働
き
か
け
、
県

議
会
で
も
制
定
を
求
め
て
き
た
。

「
山
の
日
」
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
き
た
の

か
。
「
山
の
日
」
の
祝
日
化
を
記

念
し
て
、
全
国
大
会
が
明
年
、
山

梨
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

甲
府
開
府
五
百
年
に
も
あ
た
り
、

県
都
甲
府
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
た
い
が
、
ど
の
よ
う
な
大
会
に

し
て
い
く
の
か
。

6月定例県議会で皆川いわお県議
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
魅
力
あ
る
、
受
け
入
れ
環
境
を
整
え
た
い
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観光と地域経済の活性化を

　
六
月
定
例
県
議
会
で
皆
川
い
わ
お
県
議
は
、
自
民
党
誠
心
会
を
代
表
し
て
登
壇
。
は
じ
め
に
議
会
の
役
割
は
「
県
民
の
要
望
」
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
論
議
を

「
県
民
に
わ
か
り
や
す
く
」
届
け
る
こ
と
と
認
識
を
示
し
、
質
問
に
入
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
し
た
フ
ラ
ン
ス
と
の
交
流
、
甲
府

城
周
辺
整
備
、
観
光
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
は
じ
め
、
質
問
は
県
政
全
般
に
わ
た
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
チ
ー
ム
の
合
宿
地

地
域
に
根
付
い
た
交
流
を

「
山
の
日
の
」
全
国
大
会

  

来
年
山
梨
で
開
催

公
共
事
業
予
算
の
内
容

社
会
資
本
の
整
備
に

知
事
答
弁

　

公
共
事
業
等
の
当
初
予
算
は
前

年
度
を
上
回
る
六
三
一
億
円
を
計

上
し
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
国

に
働
き
か
け
当
初
予
算
を
六
十
億

円
上
回
る
配
分
を
受
け
た
。
こ
れ

に
よ
り
新
山
梨
環
状
道
路
な
ど
の

早
期
着
手
が
見
込
ま
れ
、
地
域
の

建
設
業
者
の
受
注
機
会
の
確
保
に

つ
な
げ
た
い
。

六
月
定
例
県
議
会
の
代
表
質
問
で「
県
民
の
要
望
を
具
体
化
し
た
い
」と
皆
川
い
わ
お
県
議

知
事
答
弁

　

「
山
の
日
」
が
祝
日
に
な
っ
て

以
降
、
宿
泊
型
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ツ
ア
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
き
た
。
全
国
大
会
で
は
山
や
森

林
、
良
質
な
水
の
魅
力
に
加
え
、

総
合
球
技
場

本
年
度
中
に
基
本
計
画

知
事
答
弁

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰

も
が
利
用
で
き
る
「
県
民
み
ん
な

の
球
技
場
」
目
指
し
検
討
を
進
め

て
い
る
。
本
年
度
中
に
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
く
。
県
内
各
地
に

お
い
て
説
明
会
を
開
催
し
、
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

知
事
答
弁

　

在
日
フ
ラ
ン
ス
商
工
会
議
所
な

ど
と
、
交
流
を
深
め
た
。
今
後
は

事
前
合
宿
を
契
機
と
し
た
市
町
村

と
の
交
流
を
支
援
し
て
い
く
。

　

聖
火
リ
レ
ー
が
本
県
を
通
過
す

る
の
は
二
日
間
。
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
ラ
ン
ナ
ー
の
選
定
、
ル

ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。

皆
川
い
わ
お
県
議
の
質
問

　

総
合
球
技
場
は
巨
額
な
建
設
費

が
必
要
だ
。
そ
の
必
要
性
や
意
義

甲
府
城
と
周
辺
整
備

水
辺
空
間
の
創
出
を

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応

知
事
答
弁

　

外
国
人
観
光
客
に
山
梨
の
魅
力

を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た

め
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
富
士

の
国
や
ま
な
し
観
光
ネ
ッ
ト
を
全

国
に
先
駆
け
、
八
カ
国
語
対
応
に

す
る
と
と
も
に
、
通
訳
ガ
イ
ド
の

で
き
る
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
は
オ
ー
ル
山
梨
で
外

国
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

い
。

皆
川
い
わ
お
県
議
の
質
問

　

外
国
人
観
光
客
の
旅
行
形
態
は
、

団
体
旅
行
か
ら
個
人
旅
行
へ
、
買

物
中
心
の
旅
行
か
ら
日
本
の
文
化

や
自
然
を
体
験
す
る
旅
行
へ
と
変

皆
川
い
わ
お
県
議
の
質
問

　

甲
府
城
南
側
の
お
堀
沿
い
エ
リ

ア
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
水
辺

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
重
要

だ
。
実
施
計
画
は
策
定
さ
れ
た
が
、

甲
府
税
務
署
跡
地
の
払
い
下
げ
が

大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。
今
後
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

知
事
答
弁

　

整
備
に
要
す
る
期
間
の
短
縮
、

水
辺
空
間
の
創
出
を
求
め
る
意
見

が
多
い
。
今
後
は
事
業
費
の
確
保
、

お
堀
の
復
元
、
税
務
署
跡
地
の
取

得
な
ど
に
取
り
組
み
、
お
城
を
中

心
に
多
様
な
交
流
と
賑
わ
い
が
生

ま
れ
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

皆
川
い
わ
お
県
議
の
質
問

　

建
設
業
に
お
い
て
は
、
待
遇
改

善
を
含
め
た
労
働
環
境
の
整
備
に

よ
る
若
手
技
術
者
や
技
能
者
の
育

成
、
定
着
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

災
害
対
応
等
に
必
要
な
人
員
や
資

機
材
を
確
保
し
、
会
社
を
運
営
、

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
公
共

事
業
の
受
注
状
況
が
、
会
社
の
経

営
を
大
き
く
左
右
す
る
。
補
正
予

算
に
よ
る
公
共
事
業
予
算
の
執
行

と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
う
か
が
い

た
い
。

皆
川
い
わ
お
県
議
の
質
問

　

山
梨
県
で
は
事
前
合
宿
の
誘
致

が
十
市
町
村
で
決
定
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
九
市
町
村
が
フ
ラ
ン
ス

チ
ー
ム
の
合
宿
地
。
本
県
は
フ
ラ

ン
ス
と
の
姉
妹
都
市
の
数
が
全
国

一
多
い
が
、
地
域
に
根
付
い
た
交

流
を
発
展
さ
せ
、
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
。

　

ま
た
、
聖
火
リ
レ
ー
は
県
民
に

夢
や
希
望
、
誇
り
を
与
え
て
く
れ

る
イ
ベ
ン
ト
だ
。
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

に
つ
い
て
、
県
民
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
し
、
県
民
全
体
の
合
意
形

成
を
図
る
べ
き
だ
。
総
合
球
技
場

基
本
計
画
の
現
在
の
検
討
状
況
、

県
民
理
解
を
ど
の
よ
う
に
得
て
い

く
の
か
。

Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
管
理
認
定
の
取
得
、

森
林
ス
ポ
ッ
ト
百
選
の
制
定
な
ど

を
広
く
情
報
発
信
し
た
い
。

化
し
て
い
る
。
こ
の
多
様
化
に
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
外

国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
環
境
の

整
備
に
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
か
。



甲府城は観光立県やまなしの拠点
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建
設
業
の
労
働
環
境
整
備

公
共
事
業
の
受
注
状
況

甲
府
城
の
天
守
閣
整
備

十
万
人
を
こ
え
る
要
請

観
光
立
県
の
中
心
的
拠
点

甲
府
城
の
保
存
と
活
用

国
民
体
育
大
会
の
招
致
と

屋
内
五
十
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル

多
く
は
年
度
を
ま
た
ぐ
工
期
の
も

の
、
す
で
に
契
約
済
の
も
の
だ
。

残
り
の
分
に
つ
い
て
も
準
備
が
整

い
次
第
、
工
事
契
約
が
で
き
る
よ

う
、
本
年
度
当
初
予
算
と
一
体
的

に
そ
の
執
行
に
努
め
て
い
く
。

皆
川
い
わ
お
県
議
の
再
質
問

　
公
共
事
業
予
算
に
つ
い
て
だ
が
、

三
百
億
円
を
超
え
る
額
が
今
年
度

に
繰
り
越
さ
れ
て
い
る
。
工
事
の

執
行
が
遅
れ
て
い
て
、
業
者
に
工

事
費
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
の
か
、

理
由
は
何
か
。

教
育
長
答
弁

　
天
守
閣
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ

の
場
で
答
え
る
こ
と
は
困
難
だ
。

八
戸
の
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詳

細
に
つ
い
て
把
握
を
し
て
い
な
い
。

教
育
長
答
弁

　
甲
府
城
跡
に
お
け
る
建
造
物
の

復
元
整
備
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的

な
価
値
を
損
な
わ
な
い
た
め
に
も
、

国
の
基
準
に
基
づ
き
、
ま
た
、
文

化
庁
と
の
協
議
を
行
な
う
な
ど
、

国
史
跡
の
場
合
と
同
等
の
水
準
で

整
備
を
進
め
て
き
た
こ
と
か
ら
、

指
定
の
有
無
に
よ
っ
て
特
段
の
差

異
は
生
じ
な
い
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

国
の
史
跡
指
定
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

皆
川
い
わ
お
県
議
の
質
問

　
甲
府
城
を
観
光
立
県
や
ま
な
し

の
中
心
的
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け

る
う
え
で
も
、
国
史
跡
化
を
進
め

る
べ
き
と
の
議
論
が
あ
る
。
甲
府

城
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
り
つ
つ
、

周
辺
整
備
を
着
実
に
進
め
、
さ
ら

に
は
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い

く
た
め
に
は
、
有
効
な
手
段
だ
。
　

　
一
方
、
国
指
定
史
跡
と
な
る
と
、

甲
府
城
の
復
元
整
備
に
対
す
る
規

制
が
強
ま
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い

る
。
県
で
は
、
甲
府
城
を
ど
の
よ

う
に
保
存
、
活
用
、
整
備
し
て
い

く
の
か
。

皆
川
い
わ
お
県
議
の
再
質
問

　
甲
府
城
の
保
存
と
活
用
に
つ
い

て
だ
が
、
建
造
物
の
復
元
整
備
に

つ
い
て
は
国
指
定
に
な
っ
て
も
県

指
定
の
ま
ま
で
も
同
じ
で
、
特
段

の
差
異
は
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

規
制
が
強
ま
る
と
い
う
心
配
は
ま

っ
た
く
い
ら
な
い
の
か
。

　
青
森
県
八
戸
の
根
城
は
国
指
定

の
城
址
だ
が
、
天
守
閣
の
資
料
が

な
い
ま
ま
に
復
元
し
た
。
こ
れ
は

市
民
か
ら
強
い
復
元
要
請
を
受
け

た
市
長
が
、
文
化
庁
か
ら
の
財
政

支
援
を
一
切
受
け
な
い
で
、
市
の

予
算
と
市
民
の
募
金
で
復
元
し
た
。

　
復
元
整
備
は
首
長
の
決
断
に
か

か
っ
て
い
る
。
甲
府
城
の
天
守
閣

整
備
は
十
万
人
を
こ
え
る
強
い
要

請
が
あ
る
。
知
事
に
は
決
断
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

知
事
答
弁

　
国
民
体
育
大
会
を
招
致
す
る
際

は
開
催
の
概
ね
十
年
前
に
、
日
本

ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
文
部
科
学
省
に

要
望
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
本
県
の
開
催
は
平
成
四

十
三
年
の
第
八
六
回
大
会
を
目
指

し
た
い
。

　
屋
内
五
十
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な
整
備
や

運
営
方
法
に
つ
い
て
、
国
体
の
開

催
を
見
据
え
、
可
能
な
限
り
早
期

に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

再  

質  

問

県庁前スクランブル交差点より

皆
川
い
わ
お
県
議
の
質
問

　
国
民
体
育
大
会
の
招
致
は
本
県

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
も
と
よ
り
、

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
夢
や
希

望
を
与
え
、
心
身
と
も
に
健
康
で

豊
か
な
県
民
生
活
、
活
力
と
潤
い

の
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
も
意

義
が
あ
る
。

　
国
民
体
育
大
会
の
招
致
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
屋
内
五
十
メ
ー
ト
ル
プ
ー

ル
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く

の
か
。

皆
川
い
わ
お
県
議

   

「
水
辺
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

　
甲
府
駅
南
口
駅
前
広
場
、
県
庁
の
オ
ー
プ
ン
化
、
甲
府
城
南
側
お
堀
沿
い
エ
リ
ア
、

中
心
街
と
結
ぶ
散
策
路
。
魅
力
あ
る
歩
行
者
回
遊
ネ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

交
流
が
広
が
り
、
賑
わ
い
が
生
ま
れ
て
い
く
。

再質問をする皆川いわお県議

県
土
整
備
部
長
答
弁

　
三
百
億
円
の
繰
り
越
し
の
う
ち
、


